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1.  は じ め に   

2020 年 度 の FD 委 員 会 の 活 動 に 関 す る 報 告 書 が 完 成 い た し ま し た の で、 ご ⾼ 覧 に 供 し ま す。   

  平 素 は FD 委 員 会 の 活 動 に ご 協 ⼒ い た だ き ま し て あ り が と う ご ざ い ま す。 2020 年 度 は、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 
感 染 拡 ⼤ お よ び 緊 急 事 態 宣 ⾔ の 発 令 に 伴 い、 感 染 拡 ⼤ 防 ⽌ を 最 優 先 と す る べ く、 従 来 型 の 対 ⾯ 型 の 授 業 実 施 
が で き な く な り ま し た。 本 学 に お い て も 5 ⽉ 11 ⽇ よ り 原 則 ⾮ 対 ⾯ 授 業 が 始 ま り、 後 期 も ⼀ 部 ⾮ 対 ⾯ 授 業 を 実 施 
す る な ど、 ほ ぼ 全 て の 学 ⽣、 教 職 員 に とっ て 経 験 が な い 中 で の ⾮ 対 ⾯ 授 業 に、 全 員 が 懸 命 に 取 り 組 み、 試 ⾏ 
錯 誤 を 繰 り 返 し な が ら の ⼀ 年 で あっ た こ と と 思 い ま す。                                               
      FD 委 員 会 も コ ロ ナ 渦 に よ る 授 業 形 態 の 変 更 に 伴 い、 種々 の 対 応 に 追 わ れ る こ と と な り ま し た が、 今 年 
度 主 な 取 り 組 み と し て は、 以 下、 5 つ の 重 点 施 策 を 定 め ま し た。 そ し て、 施 策 毎 に ワー キ ン グ グ ルー プ を 設 置 
し て、 施 策 の 実 現 を ⽬ 指 し ま し た。                                                                 
      １ 「全 学 FD と 学 科 FD 両 者 の 促 進 及 び ⼤・ 短 FD の 協 ⼒ 促 進」、 ２ 「コ ロ ナ 禍 で の 授 業 評 価 ア ン ケー ト 
の 検 討 お よ び 適 切 な 回 答 率 の 実 現」、 ３ 「教 員 間 で の 授 業 改 善 に 関 す る 情 報 共 有 の 活 性 化」、 ４ 「外 の 情 報 
の 学 内 へ の 転 移 促 進」 ５ 「委 員 会 の PDCA の 仕 組 み の 構 築」                                             
      FD 研 修 会 に つ い て は ⼤ 学 FD 委 員 会 と 共 催 で 年 間 を 通 し て 4 回 オ ン ラ イ ン に て 実 施 し、 ア ン ケー ト に 関 
し て も ⼤ 短 FD 委 員 会 合 同 の 授 業 ア ン ケー ト WG を 設 け、 実 施 内 容・ ⽅ 法 等 を 検 討 い た し ま し た。 授 業 参 観 に 
つ い て は 実 施 形 態 を オ ン デ マ ン ド に 切 り 換 え た 結 果、 多 く の 教 職 員 が 参 加 で き る よ う に な り、 参 観 数 が ⼤ 幅 
に 増 加 し ま し た。 ま た、 外 部 の FD 研 修 会 や フォー ラ ム 等 の FD 関 連 情 報 を 全 教 職 員 に 毎 ⽉ メー ル で 案 内 す る こ 
と に よ り、 積 極 的 な FD 情 報 の 発 信 に 努 め て ま い り ま し た。                                             
        今 年 度 の FD 委 員 会 は コ ロ ナ 渦 に よ る 授 業 形 態 の 変 更 に 伴 い、 委 員 会 の 原 則 オ ン ラ イ ン 開 催 な ど、 初 
の 試 み が ⾮ 常 に 多 い ⼀ 年 で あ り ま し た が、 ワー キ ン グ グ ルー プ の 積 極 的 な 活 動 お よ び 教 職 員 の 皆 様 の FD 活 動 
へ の ご 協 ⼒ に よ り、 5 つ の 施 策 を 無 事 に 実 現 す る こ と が で き た と 思 い ま す。 今 年 度 の FD 委 員 会 に は、 委 員 と し 
て 5 名 の 教 員 と 5 名 の 職 員 に、 ま た 事 務 局 か ら 2 名 の 職 員 に 参 加 し て 頂 き ま し た。 こ れ ら の 教 職 員 の 皆 さ ん に 
は、 今 年 度 の 委 員 会 活 動 に 協 ⼒ 頂 い た こ と に つ い て、 こ の 場 を 借 り て 感 謝 申 し 上 げ た い と 思 い ま す。       
                

2020 年 度 FD 委 員 ⻑   ⽥ 中 真 紀   



2.2020 年 度 FD 委 員 会   

2-1.2020 年 度 FD 委 員 会 構 成 員   
  2020 年 度 の FD 委 員 会 構 成 員 は 以 下 の と お り で あ る。   

2-2.2020 年 度 FD 委 員 会 開 催 状 況   
  今 年 度 に つ い て、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 等 に よ り 原 則 オ ン ラ イ ン （ GoogleMeet ） で 開 催 し た。   

  
  
  
  
  
  
  
  

［委 員 ⻑］ ⽥ 中 真 紀 （議 ⻑）   
［学 ⻑］ 平 岡 聡   
［学 科 FD 委 員］   
      ラ イ フ ︓ 岩 ⽥ 美 智 ⼦   ⾷ 物 ︓ 望 ⽉ 美 也 ⼦ （副 委 員 ⻑）   幼 教 ︓ 齋 藤 尚 志、 岩 佐 明 ⼦   
［学 ⻑ が 必 要 と 認 め た 者］   

加 賀 ⽥ 敦 ⼦、 早 川 弘 祥、 ⼤ ⼋ ⽊ 美 希、 村 ⼭ 孝 道、 ⼤ 河 内 良 紀     
［学 外 有 識 者］   

榊 原 孝 道 ⽒   
［列 席 者］   
        ⾼ ⾒ 功   
［事 務 局］   
        ⼭ 中 耕   

  開 催 ⽇   主 要 議 事 （審 議 事 項）   

第 1 回   2020 年 5 ⽉ 27 ⽇   ・ 副 委 員 ⻑ の 選 出   
・ 2020 年 度 授 業 ア ン ケー ト ⼤ 短 合 同 WG 選 出   
・ 2020 年 度 前 期 授 業 ア ン ケー ト 実 施 時 期   

第 2 回   2020 年 6 ⽉ 17 ⽇   ・ 2019 年 度 授 業 ア ン ケー ト 集 計、 学 科 分 析 依 頼   
・ 2020 年 度 前 期 授 業 ア ン ケー ト の ⽬ 標 回 答 率 に つ い て   

第 3 回   2020 年 7 ⽉ 15 ⽇   ・ 2020 年 度 前 期 振 り 返 り ア ン ケー ト に つ い て   

第 4 回   2020 年 9 ⽉ 16 ⽇   ・ 2019 年 度 授 業 ア ン ケー ト 学 外 有 識 者 よ り の 意 ⾒ 聴 取 に つ い て （対 ⾯ 実 
施）   

第 5 回   2020 年 10 ⽉ 21 ⽇   ・ 2020 年 度 後 期 授 業 ア ン ケー ト に つ い て   

第 6 回   2020 年 11 ⽉ 18 ⽇   ・ FD 委 員 会 規 程 の 改 正 に つ い て   
・ 2020 年 度 秋 学 期・ 後 期 授 業 ア ン ケー ト・ 振 り 返 り ア ン ケー ト の 実 施 に 
つ い て   

第 7 回   2020 年 12 ⽉ 16 ⽇   ・ FD 委 員 会 規 程 の 改 正 に つ い て   

第 8 回   2021 年 1 ⽉ 27 ⽇   ・ 2021 年 度 重 点 施 策・ 年 間 計 画 に つ い て   

第 9 回   2021 年 2 ⽉ 24 ⽇   ・ 2021 年 度 重 点 施 策・ 年 間 計 画 に つ い て   

第 10 回   2021 年 3 ⽉ 24 ⽇   ・ 2020 年 度 年 間 活 動 報 告 書 に つ い て   



3.  当 年 度 重 点 施 策 と 結 果   
  2020 年 度 は 以 下 の 重 点 施 策 を 定 め、 FD 委 員 会 と し て 活 動 を お こ なっ た。   

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

N 
o.  

重 点 施 策   到 達 ⽬ 標   具 体 的 な 施 策   ア セ ス メ ン ト プ ラ ン   

1   
全 学 FD と 学 科 FD 両 者 の 
促 進 及 び ⼤・ 短 FD の 協 
⼒ 促 進   

① 全 学 FD が 継 続 的 に 実 施 さ 
れ る   
② 学 科 FD （桑 ⽊ ⽒ WS 等） 
が FD 活 動 と し て 位 置 づ け ら 
れ る   
③ ⼤・ 短 で 協 ⼒ し た FD 研 修 
が 実 施 さ れ る   

① 年 ２ 回 の FD 研 修 会 を FD 
委 員 会 で 実 施 す る   
② 学 科 主 催 桑 ⽊ ⽒ の WS を 
FD 委 員 会 の 協 ⼒ と し て 実 
施 す る   
③ ⼤・ 短 共 催 の FD 研 修 会 
を 開 催 す る   

①FD 研 修 会 の 開 催 数 
で 確 認   
② 協 ⼒ 研 修 （桑 ⽊ ⽒ 
WS ） の 有 無 で 確 認   
③ ⼤・ 短 共 催 の FD 研 
修 会 の 開 催 実 績 で 確 
認   

2   

前 期 コ ロ ナ 禍 で の 有 効 な 
授 業 評 価 ア ン ケー ト の 実 
施 及 び 後 期 新 ア ン ケー ト 
の 実 施 ⽅ 法・ 内 容 等 の 検 
討、 及 び 適 切 な 回 答 率 の 
実 現   

① 前 期 コ ロ ナ 禍 に お け る 適 
切 な 授 業 ア ン ケー ト が 実 施 
さ れ る   
② 後 期 ア ン ケー ト の 内 容 や 
⽅ 法 が 決 定 し、 ス ムー ズ に 
移 ⾏ さ れ る   
③ ア ン ケー ト の 回 答 率 が ⽬ 
標 値 に 達 す る   

① 学 ⽣ や 教 員 に とっ て 負 荷 
が ⾼ す ぎ ず、 し か し 有 効 な 
ア ン ケー ト 項 ⽬ を 策 定 す る  
② ア ン ケー ト 内 容・ ⽅ 法 を 
決 定 す る   
③ ⽬ 標 を 設 定 し、 回 答 率 
アッ プ の た め の 施 策 を 策 定 
す る   

① 有 効 な 分 析 結 果 が 
得 ら れ た か ど う か   
② 内 容・ ⽅ 法 が 決 定 
し た か ど う か   
③ ア ン ケー ト の 回 答 
率 が 上 昇 し た か ど う 
か   

3   

教 員 間 で の 授 業 改 善 に 関 
す る 情 報 共 有 を 活 性 化 さ 
せ、 よ り 良 い 教 育 を 届 け 
る   

① 授 業 参 観 制 度 の 利 ⽤ 者 が 
増 加 す る   
② そ の 他、 教 員 間 の 情 報 共 
有 の 場 が 増 加 す る   

① 授 業 参 観 制 度 の 再 検 討 
（内 発・ 外 発 的 動 機 付 施 策 
の 検 討）   
② そ の 他、 情 報 共 有 の 場 を 
少 し で も 多 く つ く る   

① 新 授 業 参 観 制 度 の 
プ ラ ン が 策 定 さ れ た 
か ど う か   
② 情 報 共 有 の 場 が 作 
ら れ た か ど う か   

4   学 外 の 情 報 の 学 内 へ の 転 
移 を 促 進 さ せ る   

① 学 外 研 修 会 の 情 報 が 学 内 
に 共 有 さ れ る   
② 学 外 研 修 会 へ の 参 加 が 増 
加 す る   

① 学 外 研 修 会 ⼀ 覧 を 全 教 員 
に 共 有 す る   
② 学 外 研 修 参 加 の 報 告 を 委 
員 会 内 で 共 有 し、 必 要 で あ 
れ ば 学 科 に 共 有 す る   

①2020 年 度 は な し   
② 学 外 研 修 会 の 報 告 
が 委 員 会 内 で 共 有 さ 
れ た か ど う か   

5   委 員 会 の PDCA の 仕 組 み 
を 構 築 す る   

① 委 員 会 と し て の PDCA が 
回 る   
② ⽬ 標 を ベー ス と し た 事 業 
運 営 が ⾏ わ れ、 実 施 後 に ア 
セ ス メ ン ト が 実 施 さ れ る   

① 重 点 施 策、 年 間 計 画 を 策 
定 す る   
② 年 度 末 に ア セ ス メ ン ト を 
実 施 す る   

①① が 策 定 さ れ た か 
ど う か   
② ア セ ス メ ン ト が 実 
施 さ れ た か ど う か   



3-1. 全 学 FD と 学 科 FD 両 者 の 促 進 及 び ⼤・ 短 FD の 協 ⼒ 促 進   
WG メ ン バー ︓ 岩 佐 （座 ⻑）、 ⽥ 中、 早 川、 村 ⼭   
  
＜ 施 策 の 実 施 と 結 果 ＞   
  WG の 打 ち 合 わ せ に よ り、 前 年 度 か ら の 申 し 送 り 事 項 で あ る ア セ ス メ ン ター の デー タ 活 ⽤ ⽅ 法 等 の 研 修 会 実 
施、 学 科 別 研 修 会 の 実 施 の 活 性 化 に つ い て 確 認 が な さ れ た。   
  重 点 施 策 の 到 達 ⽬ 標 に 沿っ た 今 年 度 の 具 体 的 な 施 策 と し て、 以 下 の 3 点 が 確 認 さ れ た。   
① 年 2 回 の FD 研 修 会 を FD 委 員 会 で 実 施 す る。   
② 学 科 主 催 桑 ⽊ ⽒ の WS を 事 前 に 位 置 づ け・ ⽬ 的 を 明 確 化 し た 上 で、 FD 委 員 会 の 協 ⼒ と し て 実 施 す る。   
③ ⼤・ 短 共 催 の FD 研 修 会 の 実 施 は ① に 含 め る こ と と す る。   
  施 策 ①③ に つ い て 「 ICT を 活 ⽤ し た ⾮ 対 ⾯ 型 授 業 に つ い て」 「⾮ 対 ⾯ 型 授 業 に お け る 著 作 権」 「ポ ス ト コ ロ 
ナ 時 代 の 授 業 の あ り か た」」 「数 理・ デー タ サ イ エ ン ス・ AI 教 育 に 関 す る ⼤ 短 合 同 の FD 研 修 会」 が 実 施 さ 
れ、 到 達 ⽬ 標 に 達 し た。 FD 研 修 会 に つ い て は 下 記 に 詳 細 を 記 載 す る。   
  施 策 ② は、 ラ イ フ デ ザ イ ン 学 科 で は 桑 ⽊ ⽒ に よ る 「ラ イ フ デ ザ イ ン 学 科 FD 研 修 会 カ リ キュ ラ ム ア セ ス メ ン 
ト ワー ク ショッ プ」 「ラ イ フ デ ザ イ ン 学 科 FD 研 修 会」 が 実 施 さ れ た。   
  ⾷ 物 栄 養 学 科 で は 「 ICTWG 」 「調 理 系 実 習 WG 」 「実 験 実 習 WG 」 「栄 養 ⼠ WG 」 「⾮ 対 ⾯ 授 業・ ア ド バ イ 
ザー ア ワー   ミー ティ ン グ」 「⾮ 対 ⾯ 授 業   ミー ティ ン グ」 「実 験 実 習 対 ⾯ 授 業   ミー ティ ン グ」 「新 カ リ キュ ラ 
ム WG 」 「カ リ キュ ラ ム WG 」 が 実 施 さ れ た。 ま た、 桑 ⽊ ⽒ を 講 師 に 迎 え 「前 期 の 振 り 返 り   学 科 FD 研 修」 が 実 
施 さ れ た。   
  幼 児 教 育 学 科 で は 「 2020 年 度 幼 児 教 育 学 科 FD 研 修 会 （学 外 実 習 に 関 す る 勉 強 会）」 「 2020 年 度 幼 児 教 育 学 
科 FD 研 修 会 （指 導 計 画 作 成 に 向 け て 〜 指 導 案 作 成 の た め の チェッ ク リ ス ト 〜）」 ま た、 桑 ⽊ ⽒ を 講 師 に 迎 え 
「前 期 の 振 り 返 り の 学 科 FD 研 修 会」 「幼 児 教 育 学 科 FD 研 修 会 カ リ キュ ラ ム ア セ ス メ ン ト ワー ク ショッ プ」 が 
実 施 さ れ た。   
  各 学 科 と も に 活 発 な 活 動 が な さ れ、 到 達 ⽬ 標 に 達 し た。   
  
・ 2020 年 度 FD 研 修 会 の 実 施 状 況   
  

FD 委 員 会 と し て 以 下 の FD 研 修 会 を 実 施 し た。   
  
① 「 ICT を 活 ⽤ し た ⾮ 対 ⾯ 型 授 業 に つ い て」  ⼤ 学 FD 委 員 会 と 共 催   
概 要 ︓  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 ⼤ に よ り、 ⼤ 学・ 短 ⼤ と も に 「⾮ 対 ⾯ 型 授 業」 の 実 施 を 余 儀 な く さ   

れ る こ と と な り、 そ の 実 施 ⽅ 法 と し て、 ICT を 活 ⽤ し た 幾 つ か の ⼿ 法 に つ い て、 本 学 教 職 員 が   
講 師 と なっ て リ レー 形 式 で 説 明 を ⾏っ た。 い ず れ も、 講 師 ⾃ ⾝ が 試 ⾏ 錯 誤 し な が ら ⾏っ た   事 例   
も 含 め て の レ ク チャー も あ り、 「⾮ 対 ⾯ 型 授 業」 へ の 実 施 に 不 安 の あっ た ⼤ 学・ 短 ⼤ 教 員 に   
とっ て は、 各 ⾃ の 担 当 科 ⽬ で の 授 業 運 営 や 資 料 作 成 を ⾏っ て い く 上 で、 具 体 的 な イ メー ジ が 持 
つ こ と が で き た 機 会 と なっ た。 ま た、 こ の 研 修 会 は、 ハ ン グ ア ウ ト ミー ト で 研 修 の 映 像 を ラ イ 
ブ 配 信 し、 会 場 に 来 る こ と の で き な い ⾮ 常 勤 教 員 に も 情 報 共 有 を ⾏っ た。   

⽇ 時 ︓ 2020 年 4 ⽉ 1 ⽇ （⽔） 14:40~16:50   
場 所 ︓ G101 教 室   
テー マ ︓ ① パ ワー ポ イ ン ト ス ラ イ ド ショー 作 成 （オ ン デ マ ン ド） 講 師 ︓ ⼩ 林   康 正   ⽒ （総 合 社 会 学 部 
  教 授・ ⼤ 学 FD 委 員）   

②Youtube 録 画 の デ モ   講 師 ︓ 寺 尾   健 志   ⽒ （総 務 課   課 員）   
③ ハ ン グ ア ウ ト ミー ト・ グー グ ル フォー ム （ラ イ ブ） 講 師 ︓ 澤   達 ⼤   ⽒ （総 合 社 会 学 部   准 
教 授・ ⼤ 学 FD 委 員）   
④UNIPA の 基 本 機 能 講 師 ︓ 塩 竈   義 晴   ⽒ （教 務 課   課 員）   
⑤ よ り 良 い ⾮ 対 ⾯ 型 授 業・ 著 作 権 講 師 ︓ 桑 原   千 幸   ⽒ （ラ イ フ デ ザ イ ン 学 科   准 教 授）   

参 加 者 ︓ 180 名   (⼤ 学 教 員 70 名、 短 ⼤ 教 員 31 名、 職 員 79 名）   
  
② 「⾮ 対 ⾯ 型 授 業 に お け る 著 作 権」  ⼤ 学 FD 委 員 会 と 共 催   
概 要 ︓ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 ⼤ 防 ⽌ の た め に、 本 学 で も 5 ⽉ 11 ⽇ よ り オ ン ラ イ ン や オ ン デ マ ン   

ド の ⾮ 対 ⾯ 授 業 が 開 始 さ れ た。 ⾮ 対 ⾯ 授 業 で 写 真 や 動 画・ 論 ⽂ 等 の 著 作 物 を 利 ⽤ す る 場 合、 著   
作 権 法 上 の 問 題 が 発 ⽣ す る 場 合 が 懸 念 さ れ る。 ⾮ 対 ⾯ 授 業 の 技 術 的 な ⽀ 援 は 様々 お こ なっ て い   
る が、 著 作 権 に 関 す る 質 問 に つ い て は、 専 ⾨ 部 署 が な い た め に 対 応 が で き て い な い の が 現 状 で   
あ る。 ま た、 今 年 に ⼊ り、 平 成 30 年 改 正 著 作 権 法 の 制 度 前 倒 し が お こ な わ れ、 授 業 ⽬ 的 公 衆 送   
信 補 償 ⾦ 制 度 が 4 ⽉ 28 ⽇ ス ター ト す る こ と と なっ た。 次 い で、 こ の 制 度 に つ い て 授 業 ⽬ 的 公 衆   
送 信 補 償 ⾦ 等 管 理 協 会 よ り、 2020 年 度 に 限 り 特 例 と し て 補 償 ⾦ 額 の 無 償 化 の 動 き が あ り 教 育 機   



関 に お け る 著 作 権 を 取 り 巻 く 環 境 は ⽇々 変 化 を し て い る。 授 業 を 実 施 す る 上 で、 教 材 等 の 著 作   
権 の 考 え ⽅ や 注 意 点、 改 正 著 作 権 法 に 理 解 を 深 め る こ と   は、 本 学 の 教 育 研 究 活 動 に と り 重 要   
な こ と で あ る と 考 え る。 こ れ ら に よ り 外 部 講 師 を 招 き 以 下 FD 研 修 会 を 開 催 し た。   

⽇ 時 ︓ 2020 年 7 ⽉ 6 ⽇ （⽉） 13:00 〜 14:30   
場 所 ︓ オ ン ラ イ ン （ Meet ）   
テー マ ︓ 「⾮ 対 ⾯ 型 授 業 に お け る 著 作 権」 ⼤ 学 と 共 催   
講 演 講 師 ︓ ⼤ 阪 ⼯ 業 ⼤ 学 知 的 財 産 学 部 知 的 財 産 学 科   特 任 教 授   甲 野 正 道 ⽒ （こ う の ま さ み ち）   
参 加 者 ︓ 147 名   (⼤ 学 教 員 50 名、 短 ⼤ 教 員 29 名、 ⾮ 常 勤 講 師 21 名、 職 員 46 名）   
  
③ 「ポ ス ト コ ロ ナ 時 代 の 授 業 の あ り か た」  ⼤ 学 FD 委 員 会 と 共 催   
概 要 ︓ 春 学 期・ 前 期 は 殆 ど の 授 業 を ⾮ 対 ⾯ で 実 施 す る と い う、 未 曾 有 の 事 態 と なっ た。 こ の 危 機 的 な   

状 況 下 に お い て、 ⼤ き な 事 故 や、 学 ⽣ か ら の 深 刻 な ク レー ム も な く 春 学 期・ 前 期 を 終 え る こ と   
が で き た。 た だ し、 春 学 期・ 前 期 は、 学 ⽣・ 保 護 者 を 含 め 社 会 は、 こ の 危 機 へ の 緊 急 対 応 と し   
て 様々 な 不 ⼿ 際 を 受 け ⼊ れ 許 容 し て い た 状 況 で あっ た、 今 後 は そ の ⽬ が 少 し 厳 し く な る こ と が   
予 測 さ れ て い る。 改 善 で き る 点 は 少 し で も 改 善 し た 上 で、 秋 学 期・ 後 期 を 迎 え る べ く、 ポ ス ト   
コ ロ ナ 時 代 に お け る、 ICT を 活 ⽤ し た 教 育 ⼿ 法 を 取 り ⼊ れ た 新 た な 教 育 の 価 値 に つ い て、 専 ⾨   
家 で あ る ⼟ 持 ゲー リー 法 ⼀ ⽒ を 講 師 に 迎 え 以 下 FD 研 修 会 を 開 催 し た。   

⽇ 時 ︓ 2020 年 9 ⽉ 7 ⽇ （⽉） 13:00 〜 14:30   
場 所 ︓ オ ン ラ イ ン （ Meet ）   
テー マ ︓ 「ポ ス ト コ ロ ナ 時 代 の 授 業 の あ り か た」   
講 師 ︓ ⼟ 持 ゲー リー 法 ⼀ ⽒   

京 都 情 報 ⼤ 学 院 ⼤ 学 副 学 ⻑・ 教 授、 ⾼ 等 教 育・ 学 習 ⾰ 新 セ ン ター ⻑   
エ デュ ケー ショ ナ ル・ コ ン サ ル タ ン ト   

参 加 者 ︓ 158 名 （⼤ 学 教 員 ︓ 54 名、 短 ⼤ 教 員 ︓ 27 名   ⼤ 短 ︓ ⾮ 常 勤 講 師 ︓ 35 名   職 員 ︓ 42 名   ※ オ ン デ 
マ ン ド 視 聴 を 含 む）   
  
④ 「 AI ・ 数 理・ デー タ サ イ エ ン ス 教 育」  ⼤ 学 FD 委 員 会・ と も い き 基 盤 教 育 セ ン ター と 共 催   
概 要 ︓  今 後 の ⼤ 学 及 び 短 ⼤ で の 数 理・ デー タ サ イ エ ン ス 教 育 の 在 り ⽅ や 具 体 的 な 教 育 内 容 の 検 討 を 進   

め る こ と に よ り、 次 年 度 以 降 の 数 理・ デー タ サ イ エ ン ス 教 育 科 ⽬ の 科 ⽬ 担 当 者 の 能 ⼒ 開 発 を ⽬   
的 と し 以 下 FD 研 修 会 を 開 催 し た   

⽇ 時 ︓ 2020 年 10 ⽉ 21 ⽇ （⽊） 13:00 〜 14:30   
場 所 ︓ オ ン ラ イ ン （ Meet ）   
テー マ ︓ 「 数 理・ デー タ サ イ エ ン ス・ AI 教 育 」   
講 師 ︓  枝 富 喜 夫 ⽒   京 都 ⽂ 教 ⼤ 学・ 短 期 ⼤ 学 ⾮ 常 勤 講 師     

（「情 報 機 器 演 習」 「現 代 と ICT 」 他、 株 式 会 社 モー リ ス 所 属）   
参 加 者 ︓   29 名 （⼤ 学 教 員 7 名、 短 ⼤ 教 員 5 名、 職 員 17 名   ※ オ ン デ マ ン ド 視 聴 を 含 む）   
  
  こ の 他 に も、 ⼤ 学 FD 委 員 会 主 催 の 「 2021 年 度 の 授 業 を 考 え る ︓ 教 員 の 疑 問・ 相 談 を 起 点 と し た 講 演 会」 （ 
2020 年 12 ⽉ 14 ⽇ （⽉） 開 催） 「教 学 マ ネ ジ メ ン ト 指 針 〜 何 が 書 い て あ る の か、 ど う 使 う の か」 （ 2021 年 3 ⽉ 
11 ⽇ （⽊） 開 催） に つ い て も、 FD 委 員 会 と し て 教 員 に 案 内 を お こ な い、 参 加 者 を 得 た。   

3-2. 前 期 コ ロ ナ 禍 で の 有 効 な 授 業 評 価 ア ン ケー ト の 実 施 及 び 後 期 新 ア ン ケー ト の 実 施 ⽅ 法・ 内 容 等 の 
検 討、 及 び 適 切 な 回 答 率 の 実 現   
WG メ ン バー ︓ ⽥ 中 （座 ⻑）、 岩 ⽥、 加 賀 ⽥、 ⼤ ⼋ ⽊   
  
＜ 施 策 の 実 施 と 結 果 ＞   
   2020 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 影 響 に よ り、 前 期 は 原 則 と し て 全 て ⾮ 対 ⾯ 型 授 業、 後 期 は 対 ⾯ 型 授 業 と 
⾮ 対 ⾯ 型 授 業 の 併 ⽤ で 授 業 を 実 施 す る こ と と なっ た。 そ の た め、 従 来 の 授 業 評 価 ア ン ケー ト が 適 ⽤ で き ず 
「授 業 ア ン ケー ト ⼤ 学 短 ⼤ 合 同 WG 」 を ⽴ ち 上 げ ア ン ケー ト の 時 期・ 内 容・ ⽅ 法 を 検 討 す る こ と と なっ た。 合 
同 WG は 前 期 で は 2 回、 後 期 も 2 回 開 催 し、 学 ⽣ の 負 担 や ⾮ 対 ⾯ 授 業 を 踏 ま え た ⼤ 短 共 通 の 授 業 評 価 ア ン ケー ト 
項 ⽬ を 学 期 毎 に 作 成 し た。 ま た、 授 業 評 価 ア ン ケー ト と は 別 に、 ⾮ 対 ⾯ 型 授 業 の 効 果・ 課 題 点 を 明 確 に す る 
た め、 学 期 全 体 の 振 り 返 り ア ン ケー ト を 実 施 し た。 ア ン ケー ト の 実 施 ⽅ 法 に つ い て は 前 期 は UNIVERSAL   
PASSPORT を ⽤ い て 実 施 し た が、 後 期 は Assessmentor へ 移 ⾏ し た。 振 り 返 り ア ン ケー ト は Google フォー ム を ⽤ 



い て 実 施 し た。 短 期 ⼤ 学 で は、 回 答 率 の ⽬ 標 値 を 前 期・ 後 期 と も に 80 ％ に 設 定 す る と と も に、 ⽬ 標 達 成 の た 
め に、 ス マー ト フォ ン で の 回 答 ⽅ 法 の 周 知、 全 教 員 へ の ア ン ケー ト 実 施 協 ⼒ 依 頼、 学 科 毎 に ゼ ミ や ア ド バ イ 
ザー 制 度 を 活 ⽤ し て ア ン ケー ト の ⼊ ⼒ 依 頼 を ⾏っ た。 施 策 ① と ② に 関 し て は、 学 ⽣ や 教 員 に とっ て 負 荷 が ⾼ 
す ぎ ず か つ 有 効 な ア ン ケー ト 項 ⽬ を 策 定 す る 到 達 ⽬ 標 を 達 成 す る こ と が で き た と 考 え る。 施 策 ③ に 関 し て、 
前 期 の 回 答 率 は 87.7 ％、 後 期 で は 91.1 ％ と な り、 ⽬ 標 数 値 80 ％ を 達 成 で す る こ と が で き た。   
  
・ 授 業 ア ン ケー ト の 実 施 結 果 （ 2020 年 度）   

前 期   回 答 率 ︓ 87.7 ％ （回 答 件 数 6576 件 ／ 対 象 履 修 者 数 7498 件）   
後 期   回 答 率 ︓ 91.1 ％ （回 答 件 数 6017 件 ／ 対 象 履 修 者 数 6603 件）   

  
・ 振 り 返 り ア ン ケー ト の 実 施 結 果 （ 2020 年 度）   

前 期   回 答 率 ︓ 53.6 ％ （回 答 者 数 296 ／ 対 象 者 数 552 ）   
後 期   回 答 率 ︓ 47.1 ％ （回 答 者 数 258 ／ 対 象 者 数 548 ）   

  
・ 学 外 有 識 者 か ら の ア ド バ イ ス   
2019 年 度 の 授 業 ア ン ケー ト に つ い て、 2020 年 9 ⽉ 16 ⽇ 開 催 の FD 委 員 会 に、 学 外 有 識 者 の 榊 原 孝 道 ⽒ を 迎 え、 
授 業 ア ン ケー ト を 元 に 課 題 点 や 今 後 に つ い て の ア ド バ イ ス を 伺っ た。 榊 原 ⽒ よ り 「 DP に 対 し て ⼀ つ ⼀ つ の 科 
⽬ が 役 割 を 果 た す 仕 組 み を」 「科 ⽬ 間 連 携、 開 講 時 期 等 の 検 討 が 必 要」 な ど 踏 み 込 ん だ 意 ⾒ を 得 て 学 科 に 共 
有 を お こ なっ た。   
  

3-3. 教 員 間 で の 授 業 改 善 に 関 す る 情 報 共 有 を 活 性 化 さ せ、 よ り 良 い 教 育 を 届 け る   
WG メ ン バー ︓ 岩 ⽥ （座 ⻑）、 望 ⽉、 ⼤ ⼋ ⽊、 加 賀 ⽥   
  
＜ 施 策 の 実 施 と 結 果 ＞   
  授 業 参 観 の ⽬ 的、 現 状 の 課 題 を WG に お い て 確 認 し た。 重 点 施 策 の 到 達 ⽬ 標 達 成 の た め の 授 業 参 観 の 実 施 に 
関 し て は 従 来 通 り 年 ２ 回 （前 期・ 後 期） と し、 前 期 の ① 実 施 ⽅ 法・ ② 参 加 ⽅ 法・ ③ フィー ド バッ ク ⽅ 法・ ④ 
参 観 の 時 期 等 に つ い て 話 し 合 い が な さ れ た。 2020 年 度 は コ ロ ナ 禍 に よ り、 対 ⾯ 授 業 が ほ と ん ど 実 施 さ れ な い 
こ と が 予 想 さ れ た た め、 従 来 の 授 業 参 観 の ⽅ 法 と は 異 な る 実 施 ⽅ 法 を 模 索 し、 以 下 の 実 施 ⽅ 法 と し た   
① 実 施 ⽅ 法 ︓ オ ン デ マ ン ド 授 業 の コ ン テ ン ツ を 各 教 員 に 依 頼 し た。   
② 参 加 ⽅ 法 ︓ オ ン デ マ ン ド コ ン テ ン ツ に つ い て 期 間 内 に 視 聴 す る。   
③ フィ － ド バッ ク ⽅ 法 ︓ 各 ⾃ 視 聴 後、 グー グ ル フォー ム に フィー ド バッ ク す る。   
④ 参 観 期 間 ︓ 前 期   8 ⽉ 17 ⽇ 〜 9 ⽉ 14 ⽇     後 期   2 ⽉ 8 ⽇ 〜 3 ⽉ 7 ⽇                                       
  参 観 結 果、 前 期 提 供 科 ⽬ 数 25 科 ⽬・ フィー ド バッ ク （参 観 者 数） 127 件、 後 期 提 供 科 ⽬ 数 18 科 ⽬・ フィー ド 
バッ ク （参 観 者 数） 81 件 で あっ た。 実 施 ⽅ 法 が 異 な る た め に 昨 年 度 の 実 績 と ⽐ 較 評 価 す る こ と は で き な い 
が、 こ れ ま で に な く 多 く の 先 ⽣ ⽅ が、 他 の 先 ⽣ ⽅ の 講 義 を 観 る 機 会 と なっ た こ と は 確 か で あ る。 オ ン デ マ ン 
ド 授 業 と い う、 こ れ ま で ほ と ん ど の 先 ⽣ ⽅ が 取 り 組 ん だ こ と の な い 授 業 を 実 施 す る に 当 たっ て、 他 の 先 ⽣ の 
授 業 を 閲 覧 す る こ と は 有 意 義 で あっ た と 思 わ れ る。 実 際 に、 後 期 に 提 供 さ れ た オ ン デ マ ン ド 授 業 の ス タ イ ル 
は 前 期 よ り も バ リ エー ショ ン が 増 え、 オ リ ジ ナ リ ティ の あ る 授 業 が 多 く なっ て い た こ と か ら、 前 期 の 授 業 参 
観 が 活 か さ れ て い た と 考 え ら れ、 到 達 ⽬ 標 に 達 し た と ⾔ え る。 次 年 度 の 課 題 と し て、 授 業 ⽅ 法 が 対 ⾯ 授 業・ 
ハ イ ブ リッ ド 型 授 業・ 反 転 授 業 な ど さ ま ざ ま に なっ て く る と 予 想 さ れ る こ と か ら、 今 期 実 施 で き な かっ た 対 
⾯ 授 業 の 録 画 を 授 業 参 観 の ⽅ 法 と し て 活 ⽤ す る 仕 組 み 作 り を 早 い 段 階 か ら 実 施 す る 必 要 が あ る。   
  
・ 授 業 参 観 の 実 施 報 告 書 （学 内 の み 閲 覧 可 能）   

＜  前 期 実 施 報 告 書  ＞     ＜  後 期 実 施 報 告 書  ＞   

3-4. 学 外 の 情 報 の 学 内 へ の 転 移 を 促 進 さ せ る   
WG メ ン バー ︓ 齋 藤 （座 ⻑）、 岩 佐、 早 川、 ⼤ 河 内   
  
＜ 施 策 の 実 施 と 結 果 ＞   
  今 年 度 は、 学 外 情 報 の 学 内 転 移 を 促 進 さ せ る べ く、 FD 委 員 会 で 収 集 し た 学 外 研 修 会 開 催 等 の 情 報 を メー ル 
配 信 に よ り 全 教 職 員 に 周 知 し た。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 ⼤ に よ る オ ン ラ イ ン 研 修 会 の 増 加 も あ 
り、 FD 研 修 会 や ⾼ 等 教 育 関 連 の 協 会 等 の シ ン ポ ジ ウ ム な ど の 情 報 を、 8 ⽉ よ り 全 教 職 員 に メー ル で 配 信 し、 年 
間 約 100 件 提 供 し た。 そ れ に よ り、 ⼤ 学 コ ン ソー シ ア ム 京 都 主 催 の FD 研 修 プ ロ グ ラ ム 等、 学 外 FD 研 修 会 や セ 

https://docs.google.com/document/d/1CECOj_Cm11X2wySgEFdvhIZGIWuIaAHEBJ_KaDjDcLU/edit
https://docs.google.com/document/d/1uSSUu0DpzpvV8UapcnTYugn4ibZzx-2PPP_AMmNegVw/edit


ミ ナー に 教 職 員 が 参 加 し た。 ま た、 FD 委 員 会 内 で は、 学 外 研 修 会 に 参 加 し た 委 員 が 報 告 を お こ な い、 報 告 を 
受 け た 委 員 か ら 各 学 科 へ 参 加 研 修 会 の 要 旨 を 適 宜 伝 え た。 以 上 に よ り 到 達 ⽬ 標 を 達 成 し た。   
  な お、 委 員 に よ る 学 外 研 修 会 へ の 参 加 は 増 え た も の の、 委 員 以 外 の 教 職 員 が 学 外 研 修 会 へ ど の 程 度 参 加 し 
た か に つ い て は ⼗ 分 に 把 握 で き て い な い。 コ ロ ナ 下 に お け る オ ン ラ イ ン 授 業 の 準 備 や オ ン ラ イ ン 会 議 に よ る 
学 内 業 務 の 遂 ⾏ に よ る 負 担 な ど を 考 慮 し、 今 年 度 は 情 報 提 供 に ⼒ 点 を 置 い た た め で あ る。 次 年 度 以 降 は、 ひ 
き つ づ き 学 外 情 報 の 提 供 を 全 教 職 員 に お こ な う と と も に、 教 職 員 の 学 外 研 修 会 等 へ の 参 加 お よ び 報 告 の 共 
有・ 活 ⽤ を 図っ て い く こ と が 次 年 度 に 向 け た 課 題 で あ る。   
  

3-5. 委 員 会 の PDCA の 仕 組 み を 構 築 す る   
WG メ ン バー ︓ 望 ⽉ （座 ⻑）、 齋 藤、 村 ⼭、 ⼤ 河 内   
  
＜ 施 策 の 実 施 と 結 果 ＞   
  第 1 回 委 員 会 に て、 2020 年 度 重 点 施 策 お よ び 年 間 計 画 を 全 て の 委 員 で 共 有 し、 各 WG に 分 か れ て 実 施 す る こ 
と を 決 定 し た。 そ の 後 は、 各 WG の 座 ⻑ と 委 員 が 積 極 的 に WG に 取 り 組 み、 ⽬ 標 を ベー ス と し た WG の 運 営 を 
⾏っ た。 WG ご と に ア セ ス メ ン ト を 実 施 し、 次 年 度 以 降 の 改 善 に ⾄ る ま で、 話 し 合 い を ⾏ う こ と が で き た。   
  こ れ ら の こ と か ら、 PDCA の 仕 組 み を 構 築 し、 PDCA を 回 す こ と が で き た と 評 価 で き る。   
  

4.  そ の 他 の FD 活 動   
4-1.  学 ⽣ 参 画 ⾃ ⼰ 点 検 評 価・ カ リ キュ ラ ム ア セ ス メ ン ト   
  2020 年 10 ⽉ 7 ⽇ （⽔） に、 学 ⽣ 参 画 ⾃ ⼰ 点 検 評 価・ カ リ キュ ラ ム ア セ ス メ ン ト 報 告 会 を 開 催 し た。   
  ＜  学 ⽣ 参 画 ⾃ ⼰ 点 検 評 価・ カ リ キュ ラ ム ア セ ス メ ン ト 報 告 会 実 施 報 告 書  ＞ （学 内 の み 閲 覧 可 能）   
  
  

以 上   
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